
　

２
月

　

２
月
1111
日
1313
時
、
建
長

時
、
建
長

寺
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災

寺
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
を
鎌
倉
へ
招
待
す
る
た
め

者
を
鎌
倉
へ
招
待
す
る
た
め

の
催
し
。
出
演
は
ウ
ク
ラ
イ

の
催
し
。
出
演
は
ウ
ク
ラ
イ

一
吹
き
の
風
の
ご
と
く
に
年
賀
状
の
舞
い
込
み
し
の
ち
の

一
吹
き
の
風
の
ご
と
く
に
年
賀
状
の
舞
い
込
み
し
の
ち
の
一ひ

と
と
せ

ひ
と
と
せ年

静

か 

逗
子
市　

湊　

美
根
子

逗
子
市　

湊　

美
根
子

　

お
正
月
の
風
景
を
掬
っ
た
作
品
で
共
感
を
覚
え
る
。

　

お
正
月
の
風
景
を
掬
っ
た
作
品
で
共
感
を
覚
え
る
。

消
え
残
る
雪
の
白
さ
に
急
か
さ
れ
て
灯
油
焚
く
な
り
朝
餉
の
前
に

消
え
残
る
雪
の
白
さ
に
急
か
さ
れ
て
灯
油
焚
く
な
り
朝
餉
の
前
に

 

梶
原　

中
澤　

二
郎

梶
原　

中
澤　

二
郎

　

温
暖
な
地
方
の
戸
惑
い
が
正
直
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

温
暖
な
地
方
の
戸
惑
い
が
正
直
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

生
垣
の
手
袋
ひ
と
つ
が
木
枯
し
の
吹
け
ば
か
す
か
に
手
招
き
を
す

生
垣
の
手
袋
ひ
と
つ
が
木
枯
し
の
吹
け
ば
か
す
か
に
手
招
き
を
す

る 

大
船　

小
笹
岐
美
子

大
船　

小
笹
岐
美
子

　

童
話
の
よ
う
な
作
品
で
魅
力
が
あ
る
。

　

童
話
の
よ
う
な
作
品
で
魅
力
が
あ
る
。

駅
前
の
新
町
通
り
ひ
そ
ま
り
て
セ
ー
ル
の
ペ
ナ
ン
ト
雪
に
さ
ら
さ

駅
前
の
新
町
通
り
ひ
そ
ま
り
て
セ
ー
ル
の
ペ
ナ
ン
ト
雪
に
さ
ら
さ

る 

岡
本　

鳴
海　

紀
政

岡
本　

鳴
海　

紀
政

江
の
島
を
前
に
浮
か
べ
て
雪
の
富
士
裾
伸
び
や
か
に
地
球
を
抱
く

江
の
島
を
前
に
浮
か
べ
て
雪
の
富
士
裾
伸
び
や
か
に
地
球
を
抱
く

 

片
瀬　

中
村　
　

喬

片
瀬　

中
村　
　

喬

願
ふ
よ
り
甘
酒
の
み
の
み
鎌
倉
の
寺
社
を
め
ぐ
れ
る
初
詣
で
な
り

願
ふ
よ
り
甘
酒
の
み
の
み
鎌
倉
の
寺
社
を
め
ぐ
れ
る
初
詣
で
な
り

 

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

寒
の
入
り
に
「
小
田
巻
蒸
し
」
を
お
し
の
ぎ
と
作
り
し

寒
の
入
り
に
「
小
田
巻
蒸
し
」
を
お
し
の
ぎ
と
作
り
し
義は

は

は

は母
を
想
を
想

ひ
い
づ
る
日

ひ
い
づ
る
日 

由
比
ガ
浜　

多
賀　

聖
子

由
比
ガ
浜　

多
賀　

聖
子

し
ん
じ
湖
の
夕
陽
は
湖
面
に
金
の
道
描
き
て
後
に
雲
間
に
沈
む

し
ん
じ
湖
の
夕
陽
は
湖
面
に
金
の
道
描
き
て
後
に
雲
間
に
沈
む

 

扇
ガ
谷　

鈴
木　

久
子

扇
ガ
谷　

鈴
木　

久
子

青
電
話
に
硬
貨
の
落
ち
る
音
聞
け
ば
二
十
世
紀
に
思
い
を
は
せ
る

青
電
話
に
硬
貨
の
落
ち
る
音
聞
け
ば
二
十
世
紀
に
思
い
を
は
せ
る

 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

い
く
つ
か
の
柚
子
を
湯
船
に
浮
か
べ
た
り
漂
う
香
り
よ
邪
気
を
消

い
く
つ
か
の
柚
子
を
湯
船
に
浮
か
べ
た
り
漂
う
香
り
よ
邪
気
を
消

し
去
れ

し
去
れ 

逗
子
市　

木
村　
　

勲

逗
子
市　

木
村　
　

勲

雲
ひ
と
つ
な
き
青
空
の
元
旦
や
マ
ラ
ソ
ン
人
の
吐
く
息
白
し

雲
ひ
と
つ
な
き
青
空
の
元
旦
や
マ
ラ
ソ
ン
人
の
吐
く
息
白
し

 

藤
沢
市　

川
島　

俊
子

藤
沢
市　

川
島　

俊
子

初
夢
の
妣
は
真
白
き
割
烹
着

初
夢
の
妣
は
真
白
き
割
烹
着 

腰
越　

近
藤　

源
司

腰
越　

近
藤　

源
司

　

初
夢
の
お
母
様
へ
の
回
想
。
お
母
様
へ
の
思
い
が
伝
わ
る
。

　

初
夢
の
お
母
様
へ
の
回
想
。
お
母
様
へ
の
思
い
が
伝
わ
る
。

今
日
生
き
て
卆
寿
賜
わ
る
初
日
の
出

今
日
生
き
て
卆
寿
賜
わ
る
初
日
の
出 

川
名　

槇
野
あ
さ
子

川
名　

槇
野
あ
さ
子

　

卆
寿
を
向
か
へ
お
正
月
ら
し
い
感
想
。

　

卆
寿
を
向
か
へ
お
正
月
ら
し
い
感
想
。

柚
子
の
香
や
も
う
少
し
だ
け
が
ん
ば
ろ
う

柚
子
の
香
や
も
う
少
し
だ
け
が
ん
ば
ろ
う 

腰
越　

大
川　

昭
子

腰
越　

大
川　

昭
子

　

柚
子
の
香
に
充
た
さ
れ
た
自
分
へ
の
希
望
。

　

柚
子
の
香
に
充
た
さ
れ
た
自
分
へ
の
希
望
。

金
杯
の
如
く
咲
き
た
り
福
寿
草

金
杯
の
如
く
咲
き
た
り
福
寿
草 

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

　

庭
い
っ
ぱ
い
の
福
寿
草
。
誇
ら
し
い
気
分
。

　

庭
い
っ
ぱ
い
の
福
寿
草
。
誇
ら
し
い
気
分
。

朝
ま
だ
き
植
木
に
か
か
る
雪
の
花

朝
ま
だ
き
植
木
に
か
か
る
雪
の
花 

大
町　

堂
谷　

妙
子

大
町　

堂
谷　

妙
子

　

昨
夜
の
雪
で
あ
ろ
う
か
。
美
し
い
句
に
な
っ
て
い
る
。

　

昨
夜
の
雪
で
あ
ろ
う
か
。
美
し
い
句
に
な
っ
て
い
る
。

添
ひ
と
ぐ
は
な
ま
な
か
な
ら
ず
寒
の
水

添
ひ
と
ぐ
は
な
ま
な
か
な
ら
ず
寒
の
水 

植
木　

風
見　

玲
子

植
木　

風
見　

玲
子

　

人
生
の
哀
感
を
し
み
じ
み
思
う
句
。お
互
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

人
生
の
哀
感
を
し
み
じ
み
思
う
句
。お
互
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

癌
の
こ
と
ぽ
つ
り
と
告
げ
て
蜜
柑
む
く

癌
の
こ
と
ぽ
つ
り
と
告
げ
て
蜜
柑
む
く 

藤
沢
市　

一
色
千
穗
子

藤
沢
市　

一
色
千
穗
子

柚
子
浮
か
べ
心
も
浮
か
ぶ
冬
至
の
湯

柚
子
浮
か
べ
心
も
浮
か
ぶ
冬
至
の
湯 

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

凍
瀧
の
刃
文
浮
き
た
つ
朝
日
か
な

凍
瀧
の
刃
文
浮
き
た
つ
朝
日
か
な 

常
盤　

片
岡　

和
子

常
盤　

片
岡　

和
子

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
今
も
身
近
か
に
妣
の
声

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
今
も
身
近
か
に
妣
の
声 

大
船　

添
田　

洋
子

大
船　

添
田　

洋
子

白
魚
の
透
け
て
色
成
す
水
の
中

白
魚
の
透
け
て
色
成
す
水
の
中 

笹
目　

出
蔵
か
お
る

笹
目　

出
蔵
か
お
る

年
の
瀬
や
祖
母
の
歩
幅
に
子
が
合
わ
せ

年
の
瀬
や
祖
母
の
歩
幅
に
子
が
合
わ
せ 

笛
田　

上
田　

満
喜

笛
田　

上
田　

満
喜

山
茶
花
の
雪
を
は
ら
っ
て
襟
寒
し

山
茶
花
の
雪
を
は
ら
っ
て
襟
寒
し 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

ど
の
山
も
坊
主
に
な
り
て
冬
の
音

ど
の
山
も
坊
主
に
な
り
て
冬
の
音 

城
廻　

塩
田　

文
子

城
廻　

塩
田　

文
子

冬
晴
や
ガ
ラ
ス
戸
越
し
に
日
の
温
み

冬
晴
や
ガ
ラ
ス
戸
越
し
に
日
の
温
み 

今
泉　

小
林　

今
泉　

小
林　

子

粉
雪
や
一
輌
電
車
橋
の
上

粉
雪
や
一
輌
電
車
橋
の
上 

藤
沢
市　

宗　

と
し
尾

藤
沢
市　

宗　

と
し
尾

ナ
出
身
の
歌
手

ナ
出
身
の
歌
手
･
ナ
タ
ー
シ

ナ
タ
ー
シ

ャ
･
グ
ジ
ー
さ
ん
と
シ
ン
ガ

グ
ジ
ー
さ
ん
と
シ
ン
ガ

ー
･
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
佐

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
佐

々
木
祐
滋
さ
ん
。

々
木
祐
滋
さ
ん
。

　

３
千
５
百
円
、
前
売
３
千

　

３
千
５
百
円
、
前
売
３
千

円
（
拝
観
料
別
）。
未
来
・

円
（
拝
観
料
別
）。
未
来
・

連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
☎
０
９

連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
☎
０
９

０
･
３
６
８
９

３
６
８
９
･
８
０
１
１

８
０
１
１

　

２
月

　

２
月
2828
日
〜
３
月
５
日
鎌

日
〜
３
月
５
日
鎌

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

「
花
の
鎌
倉
」
を
テ
ー
マ
に

「
花
の
鎌
倉
」
を
テ
ー
マ
に

鎌
倉
の
寺
社
や
野
山
を
彩
る

鎌
倉
の
寺
社
や
野
山
を
彩
る

花
風
景
の
写
真
を
紹
介
。
約

花
風
景
の
写
真
を
紹
介
。
約

5050
人
の
会
員
に
講
師
の
原
田

人
の
会
員
に
講
師
の
原
田

▼
歌
の
サ
ロ
ン

歌
の
サ
ロ
ン

　

２
月
１
日

　

２
月
１
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
懐
か
し

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
懐
か
し

い
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。
千

い
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。
千

円
。古
川
方
☎

円
。古
川
方
☎
2222
・
２
１
３
１

・
２
１
３
１

▼
鎌
倉
て
ら
こ
や

鎌
倉
て
ら
こ
や

　

▽

　

▽
て
ら
ハ
ウ
ス

て
ら
ハ
ウ
ス
２
月
４
・

２
月
４
・

1111
・
1818
・
2525
日
大
船
の
千
里

日
大
船
の
千
里

ビ
ル
。
午
前
学
び
、
午
後
遊

ビ
ル
。
午
前
学
び
、
午
後
遊

び
。
千
円
。
▽

び
。
千
円
。
▽
陶
芸
体
験

陶
芸
体
験
1212

日
河
村
喜
史
さ
ん
宅
。
２
千

日
河
村
喜
史
さ
ん
宅
。
２
千

円
。
☎

円
。
☎
8484
・
９
７
４
６

・
９
７
４
６

▼
藤
沢
市
ふ
じ
さ
わ
宿

藤
沢
市
ふ
じ
さ
わ
宿

交
流
館
の
催
し

交
流
館
の
催
し

　

▽

　

▽
ふ
じ
さ
わ
宿
の
お
雛
さ

ふ
じ
さ
わ
宿
の
お
雛
さ

ま
づ
く
り

ま
づ
く
り
２
月
４
日

２
月
４
日
1111
時
、
時
、

吊
る
し
飾
り
、
５
百
円
。

吊
る
し
飾
り
、
５
百
円
。
1313

時
和
紙
の
お
雛
さ
ま
、
２
百

時
和
紙
の
お
雛
さ
ま
、
２
百

円
。
要
申
込
。
郷
土
歴
史
課

円
。
要
申
込
。
郷
土
歴
史
課

☎
０
４
６
６
・

☎
０
４
６
６
・
2727
・
０
１
０

・
０
１
０

１
▽
１
▽
街
な
み
景
観
フ
ォ
ー
ラ

街
な
み
景
観
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
月
２
月
1818
日
1313
時
。
街
な
み

時
。
街
な
み

景
観
課
☎
０
４
６
６
・

景
観
課
☎
０
４
６
６
・
5050
・

３
５
０
８
▽

３
５
０
８
▽
宿
場
寄
席

宿
場
寄
席
２
月
２
月

2525
日
1414
時
。
時
。

▼
北
鎌
倉
つ
る
し
飾
り
の
あ
る
街

北
鎌
倉
つ
る
し
飾
り
の
あ
る
街

　

２
月
４
日
〜
３
月

　

２
月
４
日
〜
３
月
2020
日
北
日
北

鎌
倉
の
街
に
つ
る
し
飾
り
。

鎌
倉
の
街
に
つ
る
し
飾
り
。

地
元
作
家
の
つ
る
し
飾
り
展

地
元
作
家
の
つ
る
し
飾
り
展

を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
蔵
屋
で
。
毎

を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
蔵
屋
で
。
毎

週
水
曜

週
水
曜
1313
時
、
つ
る
し
飾
り

時
、
つ
る
し
飾
り

作
り
も
。
千
８
百
円
。
要
申

作
り
も
。
千
８
百
円
。
要
申

　

２
月
７
日

　

２
月
７
日
1919
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

　

テ
ー
マ
は
「『
世
界
一
の

　

テ
ー
マ
は
「『
世
界
一
の

朝
礼
』
で
有
名
な
、
飲
食
業

朝
礼
』
で
有
名
な
、
飲
食
業

界
の
風
雲
児
！
」。組
織
や
会

界
の
風
雲
児
！
」。組
織
や
会

社
を
強
く
し
た
い
、
起
業
、

社
を
強
く
し
た
い
、
起
業
、

独
立
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

独
立
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
に
お
す
す
め
の
講
演
会
。

人
に
お
す
す
め
の
講
演
会
。

込
。斎
藤
方
☎

込
。斎
藤
方
☎
2222
・
４
６
９
３

・
４
６
９
３

▼
鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

　

Ａ
「
干
支
守
り
本
尊
」
参

Ａ
「
干
支
守
り
本
尊
」
参

り
２
月
５
日
８
時

２
月
５
日
８
時
5050
分
、
鎌

分
、
鎌

倉
駅
西
口
・
横
浜
銀
行
駐
車

倉
駅
西
口
・
横
浜
銀
行
駐
車

場
集
合
。
寿
福
寺
、
極
楽
寺

場
集
合
。
寿
福
寺
、
極
楽
寺

な
ど
、
約

な
ど
、
約
1212
㌔
。
５
百
円
。

㌔
。
５
百
円
。

　

Ｂ
1010
㌔
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー

㌔
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー

ク
1414
日
高
徳
院
前
か
ら
大
仏

日
高
徳
院
前
か
ら
大
仏

切
通
な
ど
。

切
通
な
ど
。
2121
日
鎌
倉
宮
か

日
鎌
倉
宮
か

ら
十
二
所
果
樹
園
で
観
梅
。

ら
十
二
所
果
樹
園
で
観
梅
。

　

Ｃ
５
㌔
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー

Ｃ
５
㌔
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー

ク
2828
日
銭
洗
い
弁
財
天
か
ら

日
銭
洗
い
弁
財
天
か
ら

大
仏
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

大
仏
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

へ
。
へ
。
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
は
９
時

は
９
時
5050
分
鎌
倉

分
鎌
倉

駅
西
口
時
計
台
広
場
集
合
。

駅
西
口
時
計
台
広
場
集
合
。

２
百
円
。
☎
０
９
０
・
２
６

２
百
円
。
☎
０
９
０
・
２
６

３
３
・
３
７
１
５

３
３
・
３
７
１
５

▼
鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

　

▽

　

▽
禅
寺
に
梅
の
香
り
を
求

禅
寺
に
梅
の
香
り
を
求

め
て
め
て
２
月
２
月
1717
・
2020
・
2828
・
３
・
３

月
２
日
北
鎌
倉
駅
（
円
覚
寺

月
２
日
北
鎌
倉
駅
（
円
覚
寺

側
）
東
慶
寺
、
浄
智
寺
、
葛

側
）
東
慶
寺
、
浄
智
寺
、
葛

原
岡
神
社
、
化
粧
坂
な
ど
。

原
岡
神
社
、
化
粧
坂
な
ど
。

　

▽

　

▽
梅
を
訪
ね
て
片
瀬
山
か

梅
を
訪
ね
て
片
瀬
山
か

ら
新
林
公
園
へ

ら
新
林
公
園
へ
２
月
２
月
2121
・
2222

・
2323
・
2424
日
大
船
駅
南
改
札

日
大
船
駅
南
改
札

（
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
連
絡
通

（
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
連
絡
通

路
）
。
常
立
寺
、
本
蓮
寺
、

路
）
。
常
立
寺
、
本
蓮
寺
、

密
蔵
寺
な
ど
。
各
５
百
円

密
蔵
寺
な
ど
。
各
５
百
円

（
交
通
費
・
拝
観
料
・
入
園

（
交
通
費
・
拝
観
料
・
入
園

料
別
）
。
ハ
ガ
キ
か

料
別
）
。
ハ
ガ
キ
か
℻  ℻  
で
１
で
１

週
間
前
ま
で
に
申
込
。
鎌
倉

週
間
前
ま
で
に
申
込
。
鎌
倉

ガ
イ
ド
協
会

ガ
イ
ド
協
会
℻  ℻  
2424
・
６
５
２

・
６
５
２

３
☎
３
☎
2424
・
６
５
４
８

・
６
５
４
８

▼
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大

船
植
物
園
の
セ
ミ
ナ
ー

船
植
物
園
の
セ
ミ
ナ
ー

　

Ａ
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
教

Ａ
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
教

室
２
月
２
月
1515
・
2222
日
1313
時
半
。

時
半
。

当
日
受
付
。
無
料
。

当
日
受
付
。
無
料
。
Ｂ
初
心

Ｂ
初
心

者
の
た
め
の
デ
ジ
カ
メ
教
室

者
の
た
め
の
デ
ジ
カ
メ
教
室

３
月
３
月
1818
日
９
時
半
・

日
９
時
半
・
1313
時

半
、
５
百
円
。

半
、
５
百
円
。
Ｃ
春
の
寄
せ

Ｃ
春
の
寄
せ

植
え
作
り

植
え
作
り
３
月
３
月
2525
日
1313
時

半
、
２
千
円
。

半
、
２
千
円
。
Ｂ
は
２
月

は
２
月
1616

日
ま
で
、

日
ま
で
、
Ｃ
は
2828
日
ま
で
に

日
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
２
４
７
―

往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
２
４
７
―

０
０
７
２
岡
本
１
０
１
８
同

０
０
７
２
岡
本
１
０
１
８
同

セ
ン
タ
ー
へ
。
入
園
料
３
６

セ
ン
タ
ー
へ
。
入
園
料
３
６

０
円
。
☎

０
円
。
☎
4646
・
２
１
８
８

・
２
１
８
８

▼
海
成
段
丘
と
谷
壁
の

海
成
段
丘
と
谷
壁
の

動
き
が
語
る
断
層

動
き
が
語
る
断
層

　

２
月

　

２
月
1818
日
1010
時
、
三
浦
霊

時
、
三
浦
霊

園
入
口
バ
ス
停
。
丸
山
付

園
入
口
バ
ス
停
。
丸
山
付

近
、
岩
浦
付
近
、
福
寿
寺
な

近
、
岩
浦
付
近
、
福
寿
寺
な

ど
見
学
。
５
百
円
。
８
日
ま

ど
見
学
。
５
百
円
。
８
日
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
込
。

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
込
。

三
浦
半
島
活
断
層
調
査
会
☎

三
浦
半
島
活
断
層
調
査
会
☎

０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
2424
・
０
９
３
５

・
０
９
３
５

▼
玉
縄
城
探
索
会
と
歴
史
セ
ミ
ナ
ー

玉
縄
城
探
索
会
と
歴
史
セ
ミ
ナ
ー

　

２
月

　

２
月
1818
日
1010
時
、
城
址
探

時
、
城
址
探

索
後
、

索
後
、
1313
時
半
、
玉
縄
学
習

時
半
、
玉
縄
学
習

セ
ン
タ
ー
で
考
古
学
者
ら
の

セ
ン
タ
ー
で
考
古
学
者
ら
の

セ
ミ
ナ
ー
「
玉
縄
城
の
実

セ
ミ
ナ
ー
「
玉
縄
城
の
実

像
」。
千
５
百
円
。
往
復
ハ

像
」。
千
５
百
円
。
往
復
ハ

ガ
キ
で

ガ
キ
で
1515
日
ま
で
に
申
込
。

日
ま
で
に
申
込
。

玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議

玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議

☎
4545
・
７
４
１
１

・
７
４
１
１

▼
鎌
倉
ゆ
か
り
の
ト
ッ
プ

鎌
倉
ゆ
か
り
の
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
会

ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
会

　

２
月

　

２
月
1818
日
1515
時
、
徳
洲
会

時
、
徳
洲
会

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ま
く

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ま
く

ら
。
同
体
操
ク
ラ
ブ
の
選
手

ら
。
同
体
操
ク
ラ
ブ
の
選
手

に
よ
る
公
開
練
習
と
交
流

に
よ
る
公
開
練
習
と
交
流

会
。
無
料
。
８
日
ま
で
に
往

会
。
無
料
。
８
日
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
申
込
。
市
ス
ポ

復
ハ
ガ
キ
で
申
込
。
市
ス
ポ

ー
ツ
課
☎

ー
ツ
課
☎
4343
・
３
４
１
９

・
３
４
１
９

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

　

▽

　

▽
山
の
手
入
れ

山
の
手
入
れ
２
月
２
月
1818
日

1010
時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

　

▽

　

▽
山
歩
き

山
歩
き
1919
日
９
時
、
山

日
９
時
、
山

ノ
内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景

ノ
内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景

観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・

観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・

望
月
方
☎

望
月
方
☎
4545
・
７
４
２
０

・
７
４
２
０

▼
逗
子
の
市

逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

（
雨
天
中
止
）

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。
▽

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。
▽
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
２
月
２
月
2424
日

９
〜
９
〜
1515
時
。
雑
貨
・
衣
類
・

時
。
雑
貨
・
衣
類
・

手
造
り
品
な
ど
約

手
造
り
品
な
ど
約
2020
店
。
▽

店
。
▽

骨
董
市

骨
董
市
2525
日
８
〜

日
８
〜
1515
時
。
出

時
。
出

店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０
９

店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０
９

０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

▼
鎌
倉
か
る
た
大
会

鎌
倉
か
る
た
大
会

　

３
月
４
日

　

３
月
４
日
1212
時
半
、
建
長

時
半
、
建
長

寺
。「
鎌
倉
か
る
た
」
を
４
人

寺
。「
鎌
倉
か
る
た
」
を
４
人

１
組
の
チ
ー
ム
で
対
戦
。
１

１
組
の
チ
ー
ム
で
対
戦
。
１

組
３
千
円
。

組
３
千
円
。
℻  ℻  
か
電
話
で
申

か
電
話
で
申

込
。
鎌
倉
ペ
ン
ク
ラ
ブ

込
。
鎌
倉
ペ
ン
ク
ラ
ブ
℻  ℻  
2525

・
３
２
８
９
☎

・
３
２
８
９
☎
2424
・
４
０
０
２

・
４
０
０
２

　

入
場
無
料
、
申
込
は

　

入
場
無
料
、
申
込
は
℻  ℻  
か

メ
ー
ル
で
。
鎌
倉
青
年
会
議

メ
ー
ル
で
。
鎌
倉
青
年
会
議

所
。
所
。
℻  ℻  
2424
・
６
４
６
４
☎

・
６
４
６
４
☎
2525

・
５
５
３
８

・
５
５
３
８

寛
さ
ん
の
作
品
を
含
め
約
百

寛
さ
ん
の
作
品
を
含
め
約
百

余
点
。

余
点
。

　

原
田
さ
ん
の
奈
良
、
京

　

原
田
さ
ん
の
奈
良
、
京

都
、
鎌
倉
の
作
品
展
も
同
時

都
、
鎌
倉
の
作
品
展
も
同
時

開
催
。
無
料
。
星
月
写
真
企

開
催
。
無
料
。
星
月
写
真
企

画
☎
画
☎
2323
・
３
６
９
４

・
３
６
９
４

徳
川
光
圀
が
保
存
食
と
し
て

徳
川
光
圀
が
保
存
食
と
し
て

梅
の
植
樹
を
奨
励
し
た
結
果

梅
の
植
樹
を
奨
励
し
た
結
果

で
す
が
、
今
は
観
光
名
所
と

で
す
が
、
今
は
観
光
名
所
と

し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

保
存
食
で
は
な
く
梅
を
神

　

保
存
食
で
は
な
く
梅
を
神

と
崇
め
た
の
が
、
天
神
様
へ

と
崇
め
た
の
が
、
天
神
様
へ

の
信
仰
で
し
ょ
う
。

の
信
仰
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
背
景
に
は
菅
原
道
真

　

こ
の
背
景
に
は
菅
原
道
真

の
「
飛
梅
の
伝
説
」
が
見
逃

の
「
飛
梅
の
伝
説
」
が
見
逃

せ
ま
せ
ん
。

せ
ま
せ
ん
。

　

都
を
遠
く
離
れ
た
流
刑
の

　

都
を
遠
く
離
れ
た
流
刑
の

地
で
梅
を
愛
し
た
道
真
を
、

地
で
梅
を
愛
し
た
道
真
を
、

学
問
の
神
と
し
て
現
代
の
受

学
問
の
神
と
し
て
現
代
の
受

験
生
が
慕
っ
て
い
る
事
は
、

験
生
が
慕
っ
て
い
る
事
は
、

興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

異
国
趣
味
の
鑑
賞
花
‥

異
国
趣
味
の
鑑
賞
花
‥

　

清
楚
で
気
品
高
い
梅
。
早

　

清
楚
で
気
品
高
い
梅
。
早

春
、
百
花
に
先
駆
け
て
咲
く

春
、
百
花
に
先
駆
け
て
咲
く

渡
来
の
花
と
し
て
貴
族
に
珍

渡
来
の
花
と
し
て
貴
族
に
珍

重
さ
れ
ま
し
た
。
『
万
葉

重
さ
れ
ま
し
た
。
『
万
葉

集
』
に
は
百
二
十
四
首
が
載

集
』
に
は
百
二
十
四
首
が
載

っ
て
い
ま
す
。
梅
は
そ
の
姿

っ
て
い
ま
す
。
梅
は
そ
の
姿

と
高
貴
な
香
り
で
万
葉
歌
人

と
高
貴
な
香
り
で
万
葉
歌
人

八
十
八
人
の
心
を
捉
え
ま
し

八
十
八
人
の
心
を
捉
え
ま
し

た
が
何
故
か
柿
本
人
麻
呂
の

た
が
何
故
か
柿
本
人
麻
呂
の

歌
に
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

歌
に
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
厳
冬
に
耐
え
る

　

そ
れ
で
も
厳
冬
に
耐
え
る

梅
の
神
秘
的
な
生
命
力
に
貴

梅
の
神
秘
的
な
生
命
力
に
貴

族
た
ち
は
神
意
を
認
め
つ
つ

族
た
ち
は
神
意
を
認
め
つ
つ

鑑
賞
の
他
に
梅
を
酒
杯
に
浮

鑑
賞
の
他
に
梅
を
酒
杯
に
浮

か
べ
、
長
寿
や
旺
盛
な
活
力

か
べ
、
長
寿
や
旺
盛
な
活
力

を
願
い
ま
し
た
。

を
願
い
ま
し
た
。

　

鑑
賞
花
と
し
て
愛
で
ら
れ

　

鑑
賞
花
と
し
て
愛
で
ら
れ

た
梅
は
、
三
千
年
前
の
中
国

た
梅
は
、
三
千
年
前
の
中
国

の
医
薬
書
『
神
農
本
草
経
』

の
医
薬
書
『
神
農
本
草
経
』

に
は
、
梅
の
薬
効
も
説
か
れ

に
は
、
梅
の
薬
効
も
説
か
れ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
わ
が
国
最
古
の
医

　

一
方
、
わ
が
国
最
古
の
医

学
書
『
医
心
方
』
に
も
「
梅

学
書
『
医
心
方
』
に
も
「
梅

干
す
」
は
見
ら
れ
、
鎌
倉
期

干
す
」
は
見
ら
れ
、
鎌
倉
期

の
文
献
に
も
梅
干
し
は
僧
侶

の
文
献
に
も
梅
干
し
は
僧
侶

が
〝
お
か
ず
〞
に
し
た
記
述

が
〝
お
か
ず
〞
に
し
た
記
述

も
あ
り
、
こ
れ
を
武
士
が
見

も
あ
り
、
こ
れ
を
武
士
が
見

習
っ
た
よ
う
で
す
。

習
っ
た
よ
う
で
す
。

　

茨
城
・
水
戸
の
偕
楽
園
は

　

茨
城
・
水
戸
の
偕
楽
園
は

▼
北
極
の
天
気
と
海
氷
を
調

北
極
の
天
気
と
海
氷
を
調

べ
る
〜
日
本
が
め
ざ
す
と
こ
ろ

べ
る
〜
日
本
が
め
ざ
す
と
こ
ろ

　

２
月

　

２
月
1212
日
1414
時
、
逗
子
市

時
、
逗
子
市

池
子
理
科
ハ
ウ
ス
。
天
気
と

池
子
理
科
ハ
ウ
ス
。
天
気
と

海
氷
に
ま
つ
わ
る
北
極
研
究

海
氷
に
ま
つ
わ
る
北
極
研
究

を
紹
介
。
５
百
円
。
住
所
、

を
紹
介
。
５
百
円
。
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し

記
入
し
℻  ℻  
で
申
込
。
総
合
研

で
申
込
。
総
合
研

究
大
学
院
大
学

究
大
学
院
大
学
℻  ℻  
０
４
６
・

０
４
６
・

８
５
８
・
１
６
３
２
☎
０
４

８
５
８
・
１
６
３
２
☎
０
４

６
・
８
５
８
・
１
５
９
０

６
・
８
５
８
・
１
５
９
０

▼
か
ま
く
ら
街
づ
く
り

か
ま
く
ら
街
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

２
月

　

２
月
1818
日
1414
時
、
鎌
倉
商

時
、
鎌
倉
商

工
会
議
所
。
松
下
政
経
塾
塾

工
会
議
所
。
松
下
政
経
塾
塾

生
の
松
本
彩
さ
ん
が
、
幸
せ

生
の
松
本
彩
さ
ん
が
、
幸
せ

に
生
き
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

に
生
き
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
構
築
法
に
つ
い
て
話

テ
ィ
の
構
築
法
に
つ
い
て
話

す
。
無
料
。
松
下
政
経
塾
☎

す
。
無
料
。
松
下
政
経
塾
☎

8585
・
５
８
１
１

・
５
８
１
１

▼
味
噌
づ
く
り

味
噌
づ
く
り

　

▽

　

▽
逗
子
市
沼
間
コ
ミ
ュ
ニ

逗
子
市
沼
間
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

２
月

　

２
月
1212

日
９
時
半
。
千
円
。
材
料
費

日
９
時
半
。
千
円
。
材
料
費

別
。
要
申
込
。
古
西
方
☎
０

別
。
要
申
込
。
古
西
方
☎
０

４
６
・
８
７
１
・
６
０
０
０

４
６
・
８
７
１
・
６
０
０
０

　

▽
深
沢
学
習
セ
ン
タ
ー　

　

▽
深
沢
学
習
セ
ン
タ
ー　

２
月
２
月
2424
、
2626
日
（
内
１
回
）

日
（
内
１
回
）

1313
時
半
。
千
円
。
材
料
費

時
半
。
千
円
。
材
料
費

別
。
要
申
込
。
鎌
倉
消
費
者

別
。
要
申
込
。
鎌
倉
消
費
者

連
絡
会
☎

連
絡
会
☎
2222
・
０
２
４
５

・
０
２
４
５

▼
高
齢
者
生
活
支
援
サ

高
齢
者
生
活
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

２
月

　

２
月
1515
、
2222
日
、
９
時

日
、
９
時

半
、
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
。

半
、
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
。

鎌
倉
在
住
・
在
勤
で
高
齢
者

鎌
倉
在
住
・
在
勤
で
高
齢
者

の
在
宅
生
活
支
援
に
関
心
の

の
在
宅
生
活
支
援
に
関
心
の

あ
る
人
。
無
料
。

あ
る
人
。
無
料
。
1313
日
ま
で

日
ま
で

に
℻  ℻  
か
電
話
で
申
込
。
サ
ポ

か
電
話
で
申
込
。
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー

ー
ト
セ
ン
タ
ー
℻  ℻  
4646
・
０
０

・
０
０

５
９
☎

５
９
☎
4848
・
１
１
３
０

・
１
１
３
０

▼
宮
本
エ
リ
ア
ナ

宮
本
エ
リ
ア
ナ
×
ロ

バ
ー
ト
・
ハ
リ
ス

バ
ー
ト
・
ハ
リ
ス

　

２
月

　

２
月
1818
日
1414
時
、
あ
ー
す

時
、
あ
ー
す

ぷ
ら
ざ
。
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー

ぷ
ら
ざ
。
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー

ス
日
本
代
表
と
Ｄ
Ｊ
・
作
家

ス
日
本
代
表
と
Ｄ
Ｊ
・
作
家

が
「
多
様
な
１
人
ひ
と
り
が

が
「
多
様
な
１
人
ひ
と
り
が

自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
社

自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
社

会
」「
自
分
ら
し
い
選
択
を
す

会
」「
自
分
ら
し
い
選
択
を
す

る
た
め
に
大
切
な
事
」
を
テ

る
た
め
に
大
切
な
事
」
を
テ

ー
マ
に
。
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー

ー
マ
に
。
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー

ス
出
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

ス
出
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

舞
台
裏
の
話
も
。要
申
込
。☎

舞
台
裏
の
話
も
。要
申
込
。☎

０
４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

０
４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
集
成

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
集
成

鎌
倉
の
墨
書
―
中
世
遺
跡
出

鎌
倉
の
墨
書
―
中
世
遺
跡
出

土
品
』
を
め
ぐ
っ
て
」

土
品
』
を
め
ぐ
っ
て
」

　

２
月

　

２
月
1212
日
1010
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
考
古
学

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
考
古
学

や
文
献
史
学
の
研
究
成
果
の

や
文
献
史
学
の
研
究
成
果
の

事
例
・
発
表
と
東
大
史
料
編

事
例
・
発
表
と
東
大
史
料
編

纂
所
・
高
橋
慎
一
朗
教
授
の

纂
所
・
高
橋
慎
一
朗
教
授
の

講
演
「
か
わ
ら
け
に
墨
書
す

講
演
「
か
わ
ら
け
に
墨
書
す

る
こ
と
」
。
無
料
。
市
文
化

る
こ
と
」
。
無
料
。
市
文
化

財
課
☎

財
課
☎
6161
・
３
８
５
７

・
３
８
５
７

▼
第
4343
回
市
Ｐ
大
会

回
市
Ｐ
大
会

　

２
月

　

２
月
2525
日
1212
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
市

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
活
動

報
告
と
講
演
会
。
講
師
は
日

報
告
と
講
演
会
。
講
師
は
日

本
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
普
及
協
会

本
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
普
及
協
会

・
岩
崎
由
純
代
表
理
事
。
無

・
岩
崎
由
純
代
表
理
事
。
無

料
。
☎

料
。
☎
4747
・
６
４
６
４

・
６
４
６
４

▼
川
喜
多
ア
ワ
ー
「
日

川
喜
多
ア
ワ
ー
「
日

本
人
が
見
て
き
た
ヨ
ー

本
人
が
見
て
き
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
映
画
の
系
譜
」

ロ
ッ
パ
映
画
の
系
譜
」

　

２
月

　

２
月
2626
日
1010
時
、
鎌
倉
市

時
、
鎌
倉
市

中
央
図
書
館
。
川
喜
多
映
画

中
央
図
書
館
。
川
喜
多
映
画

記
念
館
で
開
催
中
の
企
画
展

記
念
館
で
開
催
中
の
企
画
展

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
紀
行
」の

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
紀
行
」の

見
ど
こ
ろ
を
映
像
な
ど
で
紹

見
ど
こ
ろ
を
映
像
な
ど
で
紹

介
。無
料
。要
申
込
。同
図
書

介
。無
料
。要
申
込
。同
図
書

館
☎
館
☎
2525
・
２
６
１
１

・
２
６
１
１

▼
鎌
倉
ら
し
さ
を
伝
え
る

鎌
倉
ら
し
さ
を
伝
え
る

　

３
月
５
日

　

３
月
５
日
1414
時
、
鎌
倉
文

時
、
鎌
倉
文

学
館
。
海
洋
生
物
研
究
家
・

学
館
。
海
洋
生
物
研
究
家
・

山
田
海
人
さ
ん
、
北
鎌
倉
お

山
田
海
人
さ
ん
、
北
鎌
倉
お

も
て
な
し
教
室
主
宰
・
雅
子

も
て
な
し
教
室
主
宰
・
雅
子

さ
ん
夫
妻
の
鎌
倉
の
家
庭
や

さ
ん
夫
妻
の
鎌
倉
の
家
庭
や

地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
の

地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
の

話
。無
料
。要
申
込
。ア
ン
サ

話
。無
料
。要
申
込
。ア
ン
サ

ン
ブ
ル

ン
ブ
ル
2121
主
催
。市
文
化
人

主
催
。市
文
化
人

権
推
進
課
☎

権
推
進
課
☎
6161
・
３
８
７
０

・
３
８
７
０

▼
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
「
歴
史

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
「
歴
史

に
消
え
た
鎌
倉
た
た
ら
製
鉄
」

に
消
え
た
鎌
倉
た
た
ら
製
鉄
」

　

３
月

　

３
月
2525
日
1313
時
半
、
腰
越

時
半
、
腰
越

行
政
セ
ン
タ
ー
。
県
立
鎌
倉

行
政
セ
ン
タ
ー
。
県
立
鎌
倉

高
校
の
生
徒
と
教
員
が
鎌
倉

高
校
の
生
徒
と
教
員
が
鎌
倉

た
た
ら
製
鉄
の
謎
を
追
う
。

た
た
ら
製
鉄
の
謎
を
追
う
。

要
申
込
。
市
腰
越
図
書
館
☎

要
申
込
。
市
腰
越
図
書
館
☎

3333
・
０
７
１
１

・
０
７
１
１

円
覚
寺
松
嶺
院
の
ボ
タ
ン

円
覚
寺
松
嶺
院
の
ボ
タ
ン

 

柳
澤
穂
浪

柳
澤
穂
浪

法
然
院

法
然
院（
京
都
）

（
京
都
）の
関
守
石

の
関
守
石

 

原
田
寛

原
田
寛

大嶋啓介さん大嶋啓介さん

ナターシャ・ナターシャ・
グジーさんグジーさん
（撮影：広河隆一）（撮影：広河隆一）

梅　鉢梅　鉢

未
来
・
連
福

未
来
・
連
福 

ININ
建
長
寺

建
長
寺

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
て
っ
ぺ
ん
」社
長
・
大
嶋
啓
介
講
演
会

「
て
っ
ぺ
ん
」社
長
・
大
嶋
啓
介
講
演
会

第第
1818
回
風
景
写
真
講
座
展

回
風
景
写
真
講
座
展

原
田
寛
作
品
展
「
古
都
の
か
た
ち
」も

原
田
寛
作
品
展
「
古
都
の
か
た
ち
」も

鎌
倉
青
年
会
議
所
主
催

鎌
倉
青
年
会
議
所
主
催

季
節
の
心

季
節
の
心

梅
が
匂
う

梅
が
匂
う

⑧佐
伯　

仁

佐
伯　

仁

　

鎌
倉
朝
日

　
　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　
　

サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

　

鎌
倉
朝
日

　
　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　
　

サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町
販
売

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町
販
売

　
　
　

大
町
一
―
一
―
一
四

　
　
　

大
町
一
―
一
―
一
四

 

☎

 

☎
2222
―
３
２
３
６

―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　

長
谷
一
―
一
―
九

　
　
　

長
谷
一
―
一
―
九

 

☎

 

☎
2222
―
１
０
０
４

―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
北
鎌
倉

Ａ
Ｓ
Ａ
北
鎌
倉

　
　
　

山
ノ
内
七
四
八

　
　
　

山
ノ
内
七
四
八

 

☎

 

☎
4545
―
４
５
０
９

―
４
５
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　

常
盤
二
四
七
―
二

　
　
　

常
盤
二
四
七
―
二

 

☎

 

☎
3131
―
１
４
４
４

―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　

玉
繩
一
―
一
四
―
一

　
　
　

玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎

 

☎
4646
―
６
０
６
８

―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

 

☎

 

☎
3838
―
７
３
２
２

―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

 

☎

 

☎
3838
―
７
３
２
２

―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2727
―
８
７
１
６

―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2727
―
８
７
１
６

―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　

藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

　

藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2222
―
７
４
０
９

―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
鵠
沼
東
部

Ａ
Ｓ
Ａ
鵠
沼
東
部

　

藤
沢
市
鵠
沼
桜
が
岡
三
―
六
―
一
八

　

藤
沢
市
鵠
沼
桜
が
岡
三
―
六
―
一
八

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2525
―
７
１
１
０

―
７
１
１
０

Ａ
Ｓ
Ａ
鵠
沼
西
部

Ａ
Ｓ
Ａ
鵠
沼
西
部

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
3434
―
６
９
２
４

―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
片
瀬

Ａ
Ｓ
Ａ
片
瀬

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
二

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
二

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
3434
―
６
９
２
４

―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　

逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

　

逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子

Ａ
Ｓ
Ａ
東
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